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１．新鉄道認証室長就任のお知らせ 

令和 2 年 7 月 21 日付けで山﨑輝の後任として黒川和浩（前国土交通省 関東運輸局 鉄道

部長）が鉄道認証室長に就任しました。  

＊＊ 新室長 挨拶 ＊＊ 

 日頃より、 NRCC にご支援、ご協力をいただきありがとうございます。 

 このたび、鉄道認証室長を拝命しました黒川でございます。当 NRCC の活動が我が国鉄

道技術の国際的な展開に寄与するものとなるよう尽力してまいりたいと考えておりますの

で、よろしくお願い申し上げます。 

 NRCC では、関係者の皆様からの要望の高かった IEC 62278（RAMS の仕様と実証）の認

定を平成 30 年 5 月に取得する一方で、認証審査した鉄道製品に対して定期的に実施するサ

ーベイランスに係る特例を新たに規定し本年 4 月から施行するなどに取り組んでいます。 

 今後とも認証業務の品質の向上を図り、継続的な改善に努めてまいりますので、一層のご

指導を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。  

鉄道認証室 黒川和浩 

 

２．活動報告（令和元年度業務実績報告書から） 

 認証機関として令和元年度は認証書を５案件（規格数としてはのべ７件）に対して発行し

ました。さらに、認証審査した鉄道製品に対して少なくとも年１回定期的に実施するサーベ

イランスについて、認証審査に関係する文書類の改訂や製品の製造予定が無い場合に限り

サーベイランスを２回まで延長できる特例を新たに規定することにより、業務の効率化を

図りました。 

 

３．認証書に係る所長の英語表記 

 弊所内の規程改正に伴い、交通安全環境研究所長の英語表記を従前の“President”から、

“Director General”に変更しました。新たに発行する認証書から新表記に変更して参ります

が、正本である日本語表記に変更はなく、認証書の有効性について変わるものではありませ

ん。 
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